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いる場合が今もある.約10年間にわたりプロバリンを適

最に常用した後,小脳症状を主訴に神経内科を受診 し.

Å院と同時に眠剤服用をすべて中止したため,急激な薬

物離脱による精神症状を塁した1例を報告した.

【症例】42才n男性.乍′ミニ‖土~lt]2O･-80本.酒はま一一〕

たく飲めない.主訴 :｢物が二重に見える,ふらつく,

呂律がまわらない｣.1985年交通事故をきっか桝こ不眠

を生じ,プロバリンを1日にブロムワレリル尿素として

1-3g常開するよ･-)に太一､た.

【本症例の症状のまとめ】1) 小脳症状 :複視,めまい,

歩行障害,企図振戦,構語障害が91年から断続的に生じ

ていた.95年3月頃よりそれらが持続した.入院後徐々

に改善し,20HE‖こ消失した.

2)精神症状 :せん妄,幻視,幻聴,妄想,不穏興奮

が,入院 (服薬中止)3日目に出現し,i摘 目に消失し

た.

3)末櫓神経障害 :足底,尾管の異常感覚が左>右で

存在した.下肢脱力も認められた.

4)画像診断 :小脳虫部,半球の萎縮,大脳 (前頭葉)

萎縮,小脳と脳幹の血流低下.

5)脳波 :せん妄,幻覚妄想がおさまった時期にむし

ろ義春律動の徐波化 (8Hzα波に 7Hzβ波が混入)那

明らかになった,

6)薬剤中止後の血液,尿,髄液中はブロムワレリル

尿素は検出されなかった.

【考察】本症例の神経症状については,プロバリン慢

性中毒の他に原因不明の栄養障害 (大球性貧血)も存在

するため,その影響も考慮しなくてはならない.しかし,

精神症状についてはその発現と消失の経過から,薬物離

脱によるものと考えるのが妥当である.

プロバリンはバルビツレー ト書アルコール塾依存を生

ずる薬剤である.この場合,数日から数週にわたって分

裂病棟症状を示す ｢幻覚斯｣が出現することもあるが,

本症例では,薬物を中止して丸2日経過後に意識障害,

幻覚妄想を生じ,これらが同時に消失した経過からは,

せん妄の際の精神症状であったと考えられる.

プロバリンによる小脳萎縮は,アルコールやフェニト

インによる変化と同様をこ,虫部と半球の上面に萎縮が生

じる.本症例でも小脳虫部に著明な萎縮が認められた,

プロバリソは使用頻度が減ったとはいえ,本症例のよ

うをこ市販薬を常用している場合もあり,急性発症の精神

病症状の鑑別として,こうした薬物の常用,乱周に注意

を払うことが必要となる.また,その長期服周がわかっ

た場合には.急iこ中止せず漸減していくことが,離脱時

の糖種症状出現の予防には適切である.
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4)べ二･ソウ障害の IONlAZENILSPECT 所見

悪罵 広童:葉岡 霊蓬 (貼 開 票閥 )

:1231]IOMAZENIL HMZ;[123工_lRo161)15小

の第3相臨床試験の-部として,パニック障害の6例の

所見を得ることができたので報告した.

6例の DSM-Ⅲ-民 で診断された広場恐怖をともな

わないパニック障害の外来患者を対象とした.対象の麓

症度は墓度2例,申渡3例 予軽度1例であった.年齢は

49.3±11.9歳で男4例,女2例であった.髄の精神 ･

神経疾患や濃璃な身体疾患をもった著は除外した.臨床

試験に際しては検査の手順と放射線被爆をふくむ危険を

説明した上で濃霧で同意を得た.無塵ヨ-ドで甲状腺ブ

ロックを行い,167-222MBqの iMZを静脈内投与し

た.回転型ガソマカメラを涌いて,常法をこよって投与後

15分 (スキャン中心時間)の早期像と投与後 180分の後

期像LTl収集を行-1､た.SPIm 像の再構成には Buttenvotlh

型低域通過フィルタを併用した filteredbackprojection

法を用い. Changの方法で吸収補正を行った.関心領

域は上 下前頭回,上,下側頭回,後頭妾皮質,頭頂葉

皮質,海馬,小脳皮質に設定した.データの半定盤的指

標として対小脳比を用いた,各関心領域の対小脳比と年

齢,曜病期間,重症度との相関を求めた.

Benzodiaz印ine(BZ)結合を反映すると考えられる

後期像を評価 した,(日 大脳の BZ結合は後頭葉皮質

>上側頭回,頭頂責>前頭辛皮鼠 下側頭回>海馬であっ

た.(2)大脳皮質の BZ結合と重症度は魚の相関を示

した.(3)BZ結合と碍病期間,年齢との相関は認め

られなかった.(4)蚤症例では前頭葉背外側皮質で著

明な BZ結合の低下を示した.

大脳皮質の BZ結合の低下はパニック障害の状態依

存性マーカ-である可能性が示唆された,

5)精神分裂病における血清カルシウム値につ
いて

豊岡 和彦 ･藤田 塞 く票姦霧幣 閑 )

【はし糾 こ】

生体のカルシウム動態の変化は精神疾患の原因の1つ

として以前より注目されてきた.精神分裂病に関しては,
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血清及び脳脊髄液中のカルシウムが低下 していることが

言われ,生物学的なマ-カ州ではないかとい う 点 で 検 討

されて きた.Ale)こLlnderら し1978㌦ AthIln;1SS亡リ1aS

ら (旦983),GerneTら (1984)では,碑神分裂病で血

清と脳脊髄液のカルシウムを計測 し, コソトロ…ルと比

較 し,末娘策略に有意差を認めないが服薬を開始すると

精神lJI製病群で存意に低下した上雑器 Lている.またこ

のと凱 投をする薬は適 う構造のものでも同様の結果で

あり,性別争奪齢とは関係がなかったとしている.最近

の Kham ら 招鱒鋸 は莱服薬時で,血清カルシウムと

他(])精神疾患 上LT号ヒ韓や個々し7)riskli.lCtOr(教育,職

莱,束婦関係など)との相関を検討 しているが病因と結

びつ く結果は得られていない.このように精神分裂病をこ

おいて血清カルシウム病因との閑適は否定的である, し

かし,服薬時のカルシウム低下のメカニズムについては

明らかな結論が得 られていない,今晩 服薬時での血清

か レシウム値と病気の背寮因子の検討を計画 し,検討 し

たのでここに報告する.

E方法】
こ〕i,-rH二L上('Jl入院患者で nSMnl････n･･R にて精神分裂病

と診断 された77人を対象に調査 した.そのうち男性は2壕

A,女性は47人,平均年齢は49.3歳であった.血清湧

ルシウムは OCTC法にて測定 した.
また,抗精神病薬力価,発症年齢,雁病期間,今回の

入院期間.病棟(,rl種頓について検討 した.尚.力価Lr)漢

算は融の表を用い-ロペ リド-ル換算で行った.コント

ロールとの比較ではテ年齢と性別をマッチングさせ検討

した.

【結果】

① 患者群と対象群との間で,血清カルシウムについ

危険率 lOo水準で有意差を認めた.tJi性17人.女性29人

をそれぞれLて比較 した上こ/-危険率 100水準で有意差を

認めた.

② 愚老群の率で男女差の着無について検討 したが,

有意差を認めなかった.また患者群の中で男性と閉経後

の女性の問で比較 したが有意差を認めなかった.

③ 患者評の中で開放病棟と閉鎖病棟の問で血清カル

シウムについてt検定を行った.閉鎖病棟で低 く,危険

率5%水準で有意差を認めた.

次に,髄の因子について血清カルシウムとの相関の有

無について検討 した.

④ 患者群全体で発症年齢と血清カルシウムでは免除

率 1%で正の相関をみた.

⑤ 力価,Å院期間,羅病期間,発症年齢と血清丸ル

シウムの関係を見たが相関はなかった.

【考察】

今回の我々の結果は精神分裂病で服薬時をこ血清カルシ

ウムが低下するという先の報告と同様のものであった.

服薬時の血清か レシウム低下のメカニズムをこついて今後

の検討を要すと考えられた.

6)精神分裂病の分子遺伝学的研究

刑中 敏恒 ･福島 昇
高橋 誠 ｡亀田 諌介
飯m 艮 し新潟 大学精神科1

百雷露緒 紺 死所)

- 寺 理 髪 遠 退

高橋 駒 場 県 警 合 病 院)

小林 慎一 (粉 浜 病 院)

賄押分裂病 (以下分裂病)の遺伝魚因が関与すること

は,臨床遺伝学的研究から明らかである. しかしその原

弼遺伝子は現在のところ同定されておらず,遺伝形式も

不明確である.昨年来,我々は主に ド…パ ミソ受容体遺

伝子と分裂病の関連について検討 してきた.奪回は今迄

の研究を総括 し 今後の展望について述べてみたい,

(日 分裂病とド-パミソD2受容体遺伝子との関連

1994年 Arinamiらによりド-パ ミソD2受容体遺

伝子の311番目のアミノ酸である Serが Cys(Cys311)

に置換する多型が発見さIIL.分裂病とLT)存意な関連が指

摘 されし 我 々し')施設でも早速追試 tpてふた.その結果

名で3.800と有意差は得r)′わたか-.言二.こしTl結果n解離

は,正常対照群のサソブリンダをこ相違があるためである

こ上を指摘 しナ∴

r)3受容体遺伝子は.199()午に 'JH-ン化され 第--･一･

二 '7リンに阜型が存在するこ､【二が確認された.こ(')多型

はN末端の細胞外龍城に位置し.SeI･が Glyに置換 し.

制限酵素 Ba/Ⅰ を用し､た切断により認識 される_ こ

し')多型と分裂病との関連について.1991年,Croc° LL-

は Ser/Serまたは Gly/G王yのホモ接合体を持つ者が

分裂病群に有意に多いことを報告 した.その後いく--)か

の施設で追試されたが,いまだ一定の結論は得られてい

ない.我々も本邦での入院患者を対象にした追試がみら

れたいため.施行 した.そし17)結果 SeトSer(.患者5･･1名.


